
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮 崎 大 学 環 境 配 慮 方 針 

基 本 理 念 

 

 宮崎大学は、「世界を視野に地域から始めよう」のスローガンのもと、地域から

地球規模に至る「環境問題」を重要な課題の一つとして認識し、教育・研究等あら

ゆる活動をとおして自然環境との調和・共生、環境負荷の低減に取り組み、「持続

可能な社会」の構築に対して大学としての責務を果たします。 

 

基 本 方 針 

 

１）環境教育・研究の充実 

      地球環境の保全を図るため、環境保全に関する教育を実施するとともに、環

境に関わる教育・研究活動を推進します。 

 

２）社会への貢献 

      環境に関わる教育・研究成果の普及啓発を図ること等により、キャンパス及

び地域社会を初めとした広く社会一般の環境配慮に対する理解増進に貢献し

ます。 

 

３）環境負荷の低減 

      省資源、省エネルギー、グリーン購入の推進及び廃棄物の減量と適正管理等

に努め、環境負荷の低減に取り組みます。 

 

４）法規制・協定の遵守 

      教育・研究をはじめ、すべての活動において、環境関係法令規制、協定等を

遵守し、環境保全に努めます。 

 

 

平成１８年９月 

国立大学法人 宮崎大学長  


